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抜き打ち監査、運行指示書など確認

２０１６年２月２日（火）１１時２２分配信

長野県１５人が死亡したスキーツアーバス転落事故を受け、国土交通省長野運輸支局は２日、長野市のス

ケート競技場「エムウェーブ」駐車場で、貸し切りバスの抜き打ち監査をした。対象は、スケート大会を観

戦する中学生らを乗せたバス１３台。職員８人が、運行ルートを記した運行指示書の内容や運転手の健康状

態を調べた。このうち３台で、「貸切」と車外表示がない法令違反が見つかった。監査を受けた運転手男性

（４４）は「事故後、シートベルト着用の呼びかけや、（社内では）アルコール検査をより徹底している」

と話した。国交省は全国で同様の抜き打ち監査を進めている。

「なれた道・なれた仕事」 に注意

＜”だいじょうぶだろう”は厳禁です＞

交差点 ｢青」 信号で発進時

前方、左右、歩行者の安全確認を、もう一度しましょう

バック時は、一度の確認だけでなく、もう一度確認しましょう

車間距離を十分に 滑って、追突を未然に防止

車が動いているときは、いかなる場合も 常に、100％運転に集中すること

自分は、事故を起こすはずがない？ 事故に遭うはずがない？

圧雪アイスバーン状態で、非常に滑りやすくなっていた

凍結路面でスリップした軽乗用車に、大型トラックが衝突

◆前で何が起こるか・・・わかりません、車間距離を十分にとりましょう◆

２０１６年２月３日（水） １６時１５分宮城県警特別編集

１月３０日午前２時ごろ、宮城県の国道を走行していた軽乗用車が対向車線側へ逸脱。直後に対向車線を順走

してきた大型トラックと衝突する事故が起きた。この事故で軽乗用車を運転していた５８歳の男性が死亡して

いる。警察によると、軽乗用車は凍結路面でスリップし、スピンした状態で対向車線側へ逸脱。立ち往生し

ていたところ、対向車線を順走してきた大型トラックが衝突した。トラックはスピンして向きを変えた軽乗

用車の後部へ衝突。クルマは中破し、運転していた５８歳の男性は近くの病院へ収容されたが、全身強打でま

もなく死亡。トラックを運転していた３２歳の男性にケガはなく、警察では自動車運転死傷行為処罰法違反（

過失致死）容疑で事情を聞いている。事故当時、現場の路面は圧雪アイスバーン状態で非常に滑りやすくな

っていた。警察では死亡した男性がハンドル操作を誤ったものとみている。

路線バス運転手、飲酒後にマイカーで追突事故、ひき逃げの疑い

２０１６年２月３日（水）１４時１０分

２日夜、路線バスの運転手が、酒を飲んだ後にマイカーで追突事故を起こし、そのまま逃げたとして逮捕

。逮捕されたのは、新潟県の路線バスの運転手の男性容疑者（４９）です。追突された車の５０代の男性が

軽いけがをしました。容疑者は飲酒運転は認めているものの、ひき逃げについては容疑を否認しています。

交差点、左折時 信号待ちの対向車に衝突

“飲酒運転の疑い”男を逮捕

２０１６年２月３日（水） １２時４７分

３日午前３時半ごろ、福岡県で、交差点を左折した車が信号待ちの対向車に衝突し、そのまま逃走しました

。通報を受けて警察が駆けつけたところ、逃走した車は事故現場に戻っていて、運転していた自営業の男性

容疑者（２０）の呼気から基準値の２倍にあたるアルコールが検出されたため、酒気帯び運転の疑いで現行犯逮

捕しました。この事故で、衝突された車の男性が軽傷を負っていて、警察が、ひき逃げの疑いでも捜査して

います。

「ブレーキに落ちたカバン挟まって」 コンビニに車突っ込む

２０１６年２月３日（水）１７時２４分

３日午後０時半ごろ、新潟県のコンビニに軽乗用車が突っ込む事故がありました。運転していた７８歳の男性

は取材に対し、「落ちたかばんが挟まり、ブレーキを踏めなかった」と話しています。

運転していた男性：「かばんが下に落ちたんです。足元に。ブレーキの下の所にかばんが入っちゃった形

になって、ブレーキが完全にきかないから突っ込んでしまった」

公の場での飲酒自粛 町職員に要請

２０１６年０２月０４日

長野県の池田町の前町長（６９）が酒気帯び運転をしたとして道交法違反容疑で書類送検された問題を受

け、同町が当面の間、全職員約９０人に対し、外部との懇親会など公の場での飲酒を自粛するよう求めたこ

とがわかった。私的な飲み会についても、自粛するよう呼びかけている。町総務課によると、全職員に１日

、メールを通じて自粛要請した。期間は３月末までをめどとしている。自粛要請した理由について同課は「

職員全員で飲酒についての意識を見直すため」としている。


